
平成22年度平成22年度

東オホーツクシーニックバイウェイ

ルート活動報告

１．ルート運営活動計画の進捗状況

活動団体 活動状況及び課題

１．ルート運営活動計画の進捗状況

２．活動団体の活動状況及び課題

３．ルート運営活動計画の推進体制の状況及び課題

４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題

５．平成21年度活動報告への助言に対する状況報告



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称： 東オホーツクシーニックバイウェイ 報告年月：2011/4/6

ルート（エリア）運営活動計画方針 ルート（エリア）運営活動計画活動内容 Ｎｏ 活動名 主催 活動実施日 参加人数 総括

小清水原生花園、以久科原生花園の保全
(ネナシカズラの除去等)

－ － － －

1
平成22年度網走湖クリー
ン作戦

網走市観光協会 平成22年4月24日 288名

2
美しい景観保全のための
清掃事業

清里町商工会 平成22年5月15日 170名

3
きよさと花みどりフェスタ
2010

清里町花と緑と交流のま
ちづくり委員会

平成22年6月1日
～

平成22年9月30日
5000名

4 ウトロ沿道に花を植えよう
しれとこウトロ・フォーラム
21

平成22年6月12日、13
日

130名

5
芝桜公園内河川清掃整
備・クリン草定植

大空町東藻琴観光協会 平成22年8月3日 30名

6
ガードレールの雪かきボラ
ンティア

しれとこウトロ・フォーラム
21

平成23年2月8日、28日 80名

網走湖周辺の水芭蕉の保全活動 － － － － －

7
美幌みどりの村で「桜祭
り」

桜の名所を創る会 平成22年5月9日 50名

－ － － － －

東オホーツク花カレンダーの作成 － － － － －

東オホーツク花シンポジウムの実施 － － － － －

8 女満別湖畔清掃
NPO法人 めまんべつ観光
協会

平成22年4月29日 300名

9 芝桜公園「ライトアップ」 大空町東藻琴観光協会 平成22年5月21～23日
延べ1000人以

上

景観探しツアーの実施 － － － － －

東オホーツクフォトコンテストの実施 － － － － －

ビューポイントの再発見及び創出とビューポイント
マップづくり

10 雪山展望台の設置
R334路線連絡会議
知床ナチュラリスト協会

平成23年2月5日
～

平成23年3月6日
200名

ビューポイントパーキングの拡充と保全 － － － － －

地域資源の洗い出しマップの作成とバス発掘ツ
アーの実施

－ － － － －

11
シーニックデッキの維持管
理

清里町商工会、NPO法人
きよさと観光協会、上斜里
フラワーロード推進協議
会、清里町花と緑と交流
のまちづくり委員会

平成22年4～6月 8名

景観づくり

花を見る木道づくりの推進

沿道清掃及び植栽活動が各エリアで活発に
行われ、各方針の目標の達成を十分満たし
ているものと考えられる。今後は、類似した活
動も多く見受けられることから、活動団体間の
連絡等を綿密に行いながら、これらの活動を
連携させることを念頭において取り組みを
行っていきたい。

ビューポイントを再発見・創出する

事業予算等が少なかったことから、個別によ
る団体活動が中心となった。今後は、活動方
針の見直しを図るとともに資金をあまり必要と
せずに実現できる取り組みを行っていきた
い。

各方針別の活動内容について、今年度はあ
まり活動が行われていない状況であるが、新
たな地域資源の発掘などの試みも行われて
いる。今後は、蓄積された地域の資源情報を
各方針別の内容に活かしていくことが課題に
なるものと考えられる。

報告者：東オホーツクシーニックバイウェイ　代表　高谷弘

活動状況
資料番号

沿道の一斉清掃活動の実施

ｵﾎｰﾂｸ海・斜里岳・知床連山・田園風景を美しく
見せる
(美しい沿道の保全・啓蒙)

沿道の植栽活動の実施

鮮明な四季の色彩を見せる
(花の沿道の創出・連携や植物群生の保全)



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称： 東オホーツクシーニックバイウェイ 報告年月：2011/4/6

ルート（エリア）運営活動計画方針 ルート（エリア）運営活動計画活動内容 Ｎｏ 活動名 主催 活動実施日 参加人数 総括

報告者：東オホーツクシーニックバイウェイ　代表　高谷弘

活動状況
資料番号

12
チャシコツプロジェクト
2010
「親子発掘体験」

知床ナチュラリスト協会
平成22年8月27日

～
平成22年8月29日

200名以上 H - 1

13
ウトロ道の駅となりで「ウト
ロマーケット」

うとろナチュラルクラブ 平成22年9月19日 約400名 H - 2

14 朝どり新鮮野菜販売
小清水町観光協会
小清水町商工会

平成22年9月12日 約150名

15
オホーツク・マルシェ in ふ
るさと産業祭り

NPO法人きよさと観光協
会
清里町商工会

平成22年9月5日
延べ2000人以

上

16
地元農家直産 新鮮野菜
秋の味覚・収穫祭！

東ｵﾎｰﾂｸｼｰﾆｯｸﾊﾞｲｳｪｲ
連携会議

平成22年9月4日 500名

先住民族フォーラムの実施 － － － － －

植林事業等の実施 7
美幌みどりの村で「桜祭
り」

桜の名所を創る会 平成22年5月9日 50名

温泉情報マップの作成 － － － － －

文化施設等との連携による文化発信 － － － － －

フットパスづくり － － － － －

オホーツクバーボンの研究 － － － － －

外国人交流の実施と誘致 － － － － －

オホーツクのオリジナル食メニューの研究 － － － － －

活動団体向けニュースペーパーの発行 － － － － －

17 シーニック・ムービー
東オホーツクシーニックバ
イウェイ連携会議

随時更新
アクセス数

2174件

18
世界自然遺産・知床のイ
ンターネットラジオ局

Radio Kisar 随時更新

19
東ｵﾎｰﾂｸｼｰﾆｯｸﾊﾞｲｳｪｲ
ﾌｫｰﾗﾑ

東ｵﾎｰﾂｸｼｰﾆｯｸﾊﾞｲｳｪｲ
連携会議

平成22年8月20日 50名

シーニックデッキの創出 20 ポケットパークの運営 しれとこｳﾄﾛ・ﾌｫｰﾗﾑ21 平成22年4～10月 100名(ｲﾍﾞﾝﾄ時)

流氷茶屋、湖畔茶屋、山の茶屋の創出 16
地元農家直産 新鮮野菜
秋の味覚・収穫祭！

東ｵﾎｰﾂｸｼｰﾆｯｸﾊﾞｲｳｪｲ
連携会議

平成22年9月4日 500名

各方針別の内容が特定な内容が多く、活動
がほとんど行えない状況であった。今後は、
活動方針の見直しを図るとともに資金をあま
り必要とせずに実現できる取り組みを行って
いきたい。

ホームページなどで紹介できるような取組み
が多く、各エリアの地域情報や観光情報など
を発信することができた。特に方針の内容と
は別になるが、メーリングリストなどを活用し
て随時活動情報などの発信も行われているこ
とから一定の成果が得られたものと考えられ
る。

シーニックデッキの利活用を中心とした活動
が行われた。今後は新たな情報拠点の創出
を目標として、引き続き取り組みを行っていき

風を感じさせるマグネットポイントの創出

農・水・林・地域文化資源の発掘と連携

地域づくり

楽しみの創出(東オホーツク文化・ライフの追求)

地域連携による地域情報の発信 HPの創出と各町観光情報とのリンク

地域特産物の販売やPR活動
地元野菜やご当地産品の販売などが盛んに
行われ、東オホーツクの食の資源を活かす活
動が定着しつつある状況となった。特に参加
者なども多いことから継続した活動と連携を
積極的に行っていきたい。



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称： 東オホーツクシーニックバイウェイ 報告年月：2011/4/6

ルート（エリア）運営活動計画方針 ルート（エリア）運営活動計画活動内容 Ｎｏ 活動名 主催 活動実施日 参加人数 総括

報告者：東オホーツクシーニックバイウェイ　代表　高谷弘

活動状況
資料番号

サケ・サクラマスを見れる拠点の創出や清掃 － － － － －

東オホーツクウォーキングルートの選定とフットパ
スづくり

－ － － － －

ホーストレッキングルートの選定 － － － － －

－ － － － －

21
神の子池かんじきウォー
キング

NPO法人きよさと観光協
会
(オホーツク圏観光連盟)

平成23年3月6日 90名 H - 3

－ － － － －

－ － － － －

22 知床ファンタジア2011
知床ﾌｧﾝﾀｼﾞｱ実行委員
会、NPO法人知床斜里町
観光協会、斜里町商工会

平成23年2月5日
～

平成23年3月21日
延べ60,000人

23 美幌峠まつり 祈願祭 美幌観光物産協会 平成22年5月23日 300名

馬やバルーン景観の研究 － － － － －

東オホーツクトラベルの研究 － － － － －

東オホーツク観光塾の創出 － － － － －

東オホーツクエリアガイドの育成と仕組みづくり － － － － －

24

障がい者等の観光客を対
象としたサービス介助士
講習会の参加による2級
資格の取得

清里町商工会
きよさと観光協会
東オホーツクガイド協会

平成22年11月25日・26
日

9名

エコツアーの連携や自然探索ツアーの実施

東オホーツク型観光の研究

事業予算等が少なかったことから、各方針別
の活動がほとんど行われなかった。今後は、
活動方針の見直しを図るとともに資金をあま
り必要とせずに実現できる取り組みを行って
いきたい。

たい。

東オホーツクの自然を活かした活動が行われ
たが、連携活動など複数の団体による取組
みなどは少なかった。しかし、体験型のメ
ニューとなりえる活動など今後の観光振興に
期待の持てる取り組みが行われているので、
今後の継続した活動と連携を積極的に図って
いきたい。

観光振興

各地毎の滞在メニューの創出・連携



東オホーツクシーニックバイウェイ
H - 1

HIGASHI-OKHOTSK Scenic Byway

活動名：チャシコツプロジェクト2010「親子発掘体験」

【概 要】知床は世界自然遺産に登録され、その類い稀な自然環境の素晴らしさを世界中にア
ピールし保全に取り組んでいる。先住民族が暮らしていた時代から、開拓の歴史を経
て現在の知床の姿があるという現実を捉え、伝えていくために北海道大学と共同で
「チャシコツプロジェクト」を立ち上げた 発掘中の現場を広く一般に公開し さら「チャシコツプロジェクト」を立ち上げた。発掘中の現場を広く 般に公開し、さら
に様々な調査を実際に体験することにより、考古学が明らかにする土地と人との本来
の関係性を現代の私たちにもわかりやすく理解できる、「コミュニティーアーキオロ
ジー」を実践している。そこで発掘の作業を実際に体験することにより、考古学や地
域の歴史を親子で体験してもらうツアーを企画した域の歴史を親子で体験してもらうツアーを企画した。

【日 時】平成22年8月27日～29日

【場 所】チャシコツ遺跡

【主 催】知床ナチュラリスト協会【主 催】知床ナチュラリスト協会

【参加人数】200名以上



東オホーツクシーニックバイウェイ
H - 2

HIGASHI-OKHOTSK Scenic Byway

活動名：ウトロマーケットの開催

【概 要】道の駅・シリエトクの空いているスペースの有効活用を目的として、東オホーツク

シーニックバイウェイ連携会議でのウトロエリアの登録団体と連携して、様々な取組

み(活動)を来訪者及び地域の方々に知ってもらうために地元野菜、鹿串、ご当地弁当、

雑貨品、アイヌ文化の紹介とその関連商品を仮設テントで販売した。「道の案内人」

を設置して、観光客に知床の混雑状況や道路情報などをお知らせした。

【日 時】平成22年9月19日

【場 所】道の駅うとろ・シリエトク「隣接スペース」

【主 催】しれとこウトロ・フォーラム21、うとろナチュラルクラブ

【参加人数】約400名



東オホーツクシーニックバイウェイ
H - 3

HIGASHI-OKHOTSK Scenic Byway

活動名：「冬の神の子池」かんじきウォーキング

【概 要】地域の観光資源開発と今後の体験観光の創出を目的として、地域の関係活動団体が連

携し、道道1115号線、摩周湖斜里線入り口から神の子池まで、かんじきウォーキン

グを実施した。神の子池までのおよそ2kmを｢かんじき｣で歩き、道中はガイドを行

いながら、豊かな自然と触れ合った。終了後は、ケーナ奏者のミニコンサートや天然

温泉で疲れを癒した。

【日 時】平成23年3月6日

【場 所】清里町「神の子池」までの往復4km

【主 催】NPO法人きよさと観光協会、オホーツク圏観光連盟

【参加人数】90名



３．ルート運営活動計画の推進体制の状況及び課題

報告者：東オホーツクシーニックバイウェイ　代表　高谷弘志

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

ルート運営代表者会
議

●
8/20

幹事会
●

6/11
●

7/11
●
3/2

分科会

実行委員会

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

行政連絡会議の実
施

ルート運営体制（活動団体）

幹事・事務局会議が
ルート全体活動の企
画から実行までの執
行機関になっており、
分科会による連携活
動が行われていない
ことから、活動団体間
の活動の理解が不十
分な状況になってい
る。また、活動団体の
更新手続きにより団体

報告年月：2010/4/6

報告年月：2010/4/7

ルート名称：東オホーツクシーニックバイウェイルート

報告者：網走開発建設部ルート名称：東オホーツクシーニックバイウェイルート

活動団体

■参加活動団体(26団体)
網走湖・水と緑の会、網走市観光協会、オホーツク21世紀を考える会、オホーツクホーストレッキング研究会、北海道立オホーツク公園、大空町東藻琴観光協会、大空町東藻琴商工会、大空町女満別商工会、ま
ちづくりネットワーク・プロジェクトN5、特定非営利活動法人めまんべつ観光協会、上斜里フラワーロード推進協議会、特定非営利活動法人きよさと観光協会、清里町ウォーキング同好会、清里町商工会、清里町
花と緑と交流のまちづくり委員会、東オホーツクガイド協会、特定非営利活動法人グラウンドワークこしみず、小清水町観光協会、小清水町商工会、うとろナチュラルクラブ、斜里町商工会、しれとこウトロ・フォーラ
ム21、特定非営利活動法人知床斜里町観光協会、特定非営利活動法人知床ナチュラリスト協会、Radio Kisar、東オホーツク美幌あるこう会、美幌観光物産協会　　(平成23年3月10日現在)

東オホーツク行政連絡会議

・網走開発建設部
・網走支庁
・網走土木現業所
・網走市
・大空町
・美幌町
・小清水町
・清里町
・斜里町
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東オホーツクシーニックバイウェイ連携東オホーツクシーニックバイウェイ連携会議会議

連携

協賛団体
企業等の参加

オブザーバー
(専門家等)
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観光振興分科会 地域づくり分科会

幹 事 会 事 務 局

総 会

東オホーツクシーニックバイウェイ連携会議の組織体制

※ＭＬにて団体・行政双方の活動情報等を随時配信



４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題

ルート名称：東オホーツクシーニックバイウェイルート

ルート（エリア）運営活動計画方針 平成22年度の活動内容 活動実施日 実施機関 成果及び課題 総括 活動No

平成22年度網走湖クリーン作戦 平成22年4月24日
網走市
(網走市観光協会)

ゴールデンウィークより始まる観光シーズンを前に、道東観光の拠点網走の玄
関口である網走湖沿いの呼人探鳥遊歩道の入口(ミズバショウ群生地)から大
曲の駐車場(サイクリングロード入口)までの清掃を行った。網走市の行政連絡
会議の担当者及び役場関係者が清掃に参加。

1

美しい景観保全のための清掃事業 平成22年5月15日

網走土木現業所・清里
町
(東オホーツクシーニッ
クバイウェイ連携会議、
清里町商工会、NPO法
人きよさと観光協会、上
斜里フラワーロード推進
協議会 清里町花と緑

東オホーツクシーニックバイウェイ活動団体の連携強化及び、景観保全への意
識啓発を目的として、清里町で参加している活動団体が中心となり、道路清掃
を行った。清里町の中央を走る道道摩周湖斜里線(上斜里～札弦)の沿道清掃
と空き缶拾いを行った。清里町の行政連絡会議の担当者及び網走土木現業所
及び役場関係者が清掃に参加。

2
ｵﾎｰﾂｸ海・斜里岳・知床連山・田園風景を美しく見せる
(美しい沿道の保全・啓蒙)

報告年月：2011/4/6報告者：網走開発建設部

協議会、清里町花と緑
と交流のまちづくり委員
会)

及び役場関係者が清掃に参加。

メルヘンの丘ビューポイントパーキング清掃
活動

平成22年4月28日

網走開発建設部・大空
町
(東オホーツクシーニッ
クバイウェイ連携会議、
NPO法人めまんべつ観
光協会)

「メルヘンの丘」を訪れる多くの観光客などの方々に「気持ち良く」オホーツクの
自然景観を楽しんでもらえるように、道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」及びメル
ヘンの丘ビューポイントパーキング周辺の道路について、本格的な観光シーズ
ンに向けて地域住民とともに清掃活動を実施。

3

北浜法面原生花園化協議会
「きたはなプロジェクト」

平成22年10月5日　「種
子採取」
平成22年10月20日「移
植・種まき」

網走開発建設部・網走
市
(網走市観光協会、オ
ホーツク21世紀を考え
る会、網走湖・水と緑の
会、NPO 法人グリーン
シーズ)

国道244号網走市北浜の法面等に自生する原生花園的な植物の種子を採集し
て育苗、植栽することで、世界自然遺産である知床半島やラムサール条約登録
湿地である濤沸湖、また小清水原生花園、以久科原生花園など、自然環境及
び景観の優れた地域へのエントランスを創出し、市民や観光客に潤いのある良
好な景観を形成する。また、本活動へ参加することで環境意識の向上、地域振
興への支援を図る。
今年度は、市民をはじめ町内会や小学校へと連携が広がり、種の採取から苗
の栽培・移植、草取りを実施した。

4

ボランティアサポートプログラムによる花の植
栽

平成22年6月12、13日

網走開発建設部
(NPO法人知床ナチュラ
リスト協会、しれとこウト

ラム うとろ

知床の玄関口、ウトロの道路沿いに花を植え、美しい街並み景観の創出を図る
ため、地域の活動団体（しれとこウトロフォーラム２１）と網走開発建設部とが協
働で花植えを実施した

5

鮮明な四季の色彩を見せる
(花の沿道の創出・連携や植物群生の保全)景観づくり

栽
ロ・フォーラム21、うとろ
ナチュラルクラブ)

働で花植えを実施した。

道道網走川湯線のチェーン着脱場(駐車帯)
の植栽

平成22年10月23日

網走開発建設部・網走
土木現業所・大空町
(東オホーツクシーニッ
クバイウェイ連携会議、
オホーツクフォトグラ
ファーメンバーズ)

藻琴山の中腹にある道道網走川湯線のチェーン着脱場（駐車帯）は、斜里岳・
知床連山・丘陵な農村景観とオホーツク海まで東オホーツク全域を見渡す景観
を有する場所である。この場所には雑木などが生い茂り、周辺の景観を阻害
し、また利用者が雑木の中にゴミを投棄することも多く、環境も悪化している。そ
こで駐車帯周辺の景観づくりを目的として駐車帯の植栽を行った。

6

ビューポイントを再発見・創出する 雪山展望台の設置
平成23年2月5日

～
平成23年3月6日

網走開発建設部
(R334路線連絡会議、
東オホーツクシーニック
バイウェイ連携会議、
NPO法人知床ナチュラ
リスト協会)

安全に雄大な流氷景観などを楽しむことができる雪山展望台と駐車場を期間限
定で斜里町峰浜地区(CAFÉ PATH横)に設置した。

7

農・水・林・地域文化資源の発掘と連携
地元農家直産 新鮮野菜　秋の味覚・収穫
祭！

平成22年9月4日
清里町
(東オホーツクシーニッ
クバイウェイ連携会議)

清里町上斜里地区「コスモスロード駐車帯｣にある清里田園工房ポプラ野菜直
売所にて直売イベントを開催し、清里町の行政連絡会議の担当者及び役場関
係者が運営のお手伝いに参加した。

8

楽しみの創出(東オホーツク文化・ライフの追求)

網走開発建設部・斜里

地域イベントと連携した秋の知床交通情報発
信

平成22年9月19日

網走開発建設部・斜里
町
(R334路線連絡会議、
東オホーツクシーニック
バイウェイ連携会議、し
れとこウトロ・フォーラム
21、うとろナチュラルクラ
ブ)

秋の観光シーズンに混雑が目立つ知床五湖やオシンコシンの滝駐車場等の混
雑緩和を目的に、東オホーツクシーニックバイウェイ連携会議が主体となってい
るイベントと連携した情報提供を行った。
情報提供は、イベント会場の隣に「道の案内人」を設置して、情報掲示板や告知
チラシによる知床周辺の道路情報や駐車場の混雑状況及び近隣のビューポイ
ントの紹介を行い、道路利用者の行動変化を促し混雑の分散化を図った。

9



４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題

ルート名称：東オホーツクシーニックバイウェイルート

ルート（エリア）運営活動計画方針 平成22年度の活動内容 活動実施日 実施機関 成果及び課題 総括 活動No

報告年月：2011/4/6報告者：網走開発建設部

東オホーツク・知床エリア「ヒヤリ・ハットマップ
（冬バージョン）」の作成

平成23年2月5日
～

平成23年3月6日

網走開発建設部
(R334路線連絡会議、
東オホーツクシーニック
バイウェイ連携会議、
NPO法人知床ナチュラ
リスト協会)

網走開発建設部ならびに地域の関係団体・行政機関・道路管理者からなる「一
般国道334号斜里～ウトロ間 路線連絡会議」では、東オホーツク・知床エリアを
対象とした「ヒヤリ・ハットマップ（冬バージョン）」を作成し、道の駅やレンタカー
窓口、観光施設等での配布を開始した。

10

シーニックバイウェイ北海道
「ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト
２００９」「優秀賞」授与式の開催

平成22年8月20日
網走開発建設部
(東オホーツクシーニッ
クバイウェイ連携会議)

シーニックバイウェイ北海道の表彰制度「ベスト・シーニックバイウェイズ・プロ
ジェクト
２００９」において「東オホーツクシーニックバイウェイ」の活動が「優秀賞」を受賞
したこ
とから 「東オホーツクシーニックバイウェイフォーラム」において優秀賞授与式

11

地域連携による地域情報の発信

地域づくり

とから、「東オホ ツクシ ニックバイウェイフォ ラム」において優秀賞授与式
を開催した。

情報誌「Byway」の配布 通年
東オホーツク行政連絡
会議各機関

シーニックバイウェイ支援センターより発行される情報誌「Byway」について、各
役所、道の駅の他、観光関係施設等に配置し、観光客や地域住民にシーニック
バイウェイ関連情報の周知・ＰＲを行った。

12

風を感じさせるマグネットポイントの創出
各地毎の滞在メニューの創出・連携
東オホーツク型観光の研究

観光振興



５．平成21年度活動報告への助言に対する状況報告

ルート名称：東オホーツクシーニックバイウェイルート 報告年月：2011/4/6

平成21年度活動報告への助言 備考

各ルート活動報告に対しては、特段の意見はな
し。

ルート名称：東オホーツクシーニックバイウェイルート 報告年月：2011/4/6

平成21年度活動報告への助言 備考

各ルート活動報告に対しては、特段の意見はな
し。

報告者：網走開発建設部

平成21年度　状況報告

報告者：東オホーツクシーニックバイウェイ　代表　高谷弘志

平成21年度　状況報告
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